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俣
野
玉
川
の
活
動
と
中
井
竹
山

中
井
家
が
播
州
龍
野
と
関
わ
り
を
も
っ
た
の
は
、
竹
山
の
曽
祖

父
蓑
仙
が
仕
え
た
信
州
飯
田
藩
主
脇
坂
安
政
が
、
龍
野
に
転
封
さ

れ
た
党
文
十
二
年
（
一
容
―
-
）
以
降
で
あ
ろ
う
。
大
坂
町
医
で
あ
っ

た
養
仙
は
江
戸
詰
の
医
師
と
し
て
脇
坂
氏
か
ら
二
五

0
石
を
給
与

さ
れ
た
が
、
安
政
の
嗣
子
安
照
の
非
を
匝
言
し
て
勘
気
を
う
け
職

を
辞
し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
子
玄
端
は
父
と
と
も
に
蕃

医
と
し
て
仕
え
た
が
、
の
ち
宝
永
―
―
一
年
（
一
七
0

六
）
大
坂
に
出
て
町

医
を
開
業
し
た
。
大
坂
に
出
た
事
情
に
つ
い
て
は
知
れ
な
い
が
、

宝
永
―
―
一
年
六
十
一
歳
を
迎
え
た
玄
端
は
隠
居
を
許
さ
れ
た
が
、
老

い
た
父
と
十
代
の
子
供
五
人
を
抱
え
て
、
隠
居
後
の
わ
ず
か
の
捨

扶
持
で
は
生
活
が
苦
し
く
、
父
旋
仙
の
縁
も
あ
っ
て
大
坂
に
移
っ

た
も
の
で
あ
ろ
う
。
龍
野
藩
医
は
玄
端
の
弟
玄
意
が
継
ぎ
、
玄
意

は

じ

め

に

俣
野
玉
川
の
活
動
と
中
井
竹
山

二
七

は
女
婿
に
兄
玄
端
の
次
男
伯
元
（
鳳
岡
）
を
迎
え
、
そ
の
子
伯
元

（
立
昌
）
に
は
鳳
岡
の
弟
常
庵
の
女
を
迎
え
て
緑
を
重
ね
た
。
玄

端
の
末
子
常
庵
は
長
じ
て
京
都
の
後
藤
艮
山
に
学
び
、
享
保
元
年

（
石
一
六
）
父
玄
端
と
と
も
に
赤
穂
に
移
り
町
医
を
開
業
し
た
が
、
玄

端
は
四
年
後
七
十
六
歳
で
赤
穂
に
没
し
た
。
そ
の
間
甍
庵
は
赤
穂

に
父
玄
端
を
し
ば
し
ば
見
舞
い
、
そ
の
途
次
龍
野
に
も
立
寄
っ
た
。

旋
仙
・
玄
端
二
代
を
通
じ
て
大
坂
・
龍
野
は
中
井
家
が
活
躍
し

た
主
な
舞
台
で
あ
っ
た
が
、
驚
庵
以
後
懐
徳
堂
を
中
心
に
展
開
さ

れ
る
教
育
活
動
は
、
中
井
家
の
関
係
を
通
じ
て
龍
野
に
文
化
的
刺

激
を
直
接
与
え
、
他
方
中
井
家
の
活
動
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
の
一
っ

が
西
播
か
ら
供
給
さ
れ
た
と
い
う
意
味
で
、
大
坂
と
龍
野
が
深
く

関
わ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

本
稿
に
お
い
て
は
主
に
十
八
世
紀
か
ら
十
九
世
紀
初
め
の
西
播

の
状
況
を
龍
野
藩
儒
俣
野
玉
川
の
教
育
活
動
を
中
心
と
し
て
明
ら

竹

下

喜

久

男



、
こ
し
、

カ
＞

(—) 
そ
の
中
で
竹
山
と
こ
の
地
の
知
識
人
の
交
流
が
如
何
に

み
ら
れ
た
か
に
つ
い
て
考
察
を
加
え
た
い
。

近
世
前
期
の
西
播
の
文
化
を
語
る
と
き
、
多
く
藤
原
捏
腐
、
山

鹿
素
行
か
ら
説
か
れ
る
が
、
裡
腐
は
美
裏
郡
細
川
荘
の
冷
泉
家
に

生
ま
れ
、
幼
く
し
て
出
家
し
、
衆
庶
の
帰
依
の
篤
か
っ
た
龍
野
景

雲
寺
の
臭
東
明
長
老
の
弟
子
と
な
り
、
約
十
年
間
こ
の
地
で
修
行

僧
と
し
て
日
々
を
送
っ
た
も
の
で
あ
り
、
山
鹿
素
行
は
賓
師
と
し

て
赤
穂
浅
野
氏
に
遇
さ
れ
た
と
は
い
え
談
居
の
身
で
十
年
滞
在
し

て
お
り
、
両
者
と
も
西
播
の
地
で
広
く
知
己
を
も
っ
て
文
化
的
刺

激
を
与
え
た
と
い
え
る
も
の
で
は
な
い
。

近
世
前
期
の
西
播
に
お
い
て
忘
れ
る
こ
と
の
で
き
な
い
人
と
し

て
藤
江
熊
陽
（
忠
廉
、
一
宍
―
―
―
!
―
芸
一
）
が
あ
る
。
熊
腸
は
赤
穂
中

村
に
生
ま
れ
、
二
十
一
歳
の
と
き
上
洛
し
て
古
義
堂
に
入
門
し
て

い
る
。
熊
陽
の
入
門
と
前
後
し
て
花
岳
寺
僧
大
拙
・
赤
穂
藩
医
沖

芳
庵
の
蓑
父
に
あ
た
る
玄
旦
•
前
川
又
左
衛
門
、
龍
野
周
辺
で
は

坂
根
正
伯
•
横
田
喜
内
ら
十
数
名
が
相
次
い
で
古
義
堂
を
訪
ね
、

ま
た
後
藤
艮
山
・
山
脇
玄
脩
に
医
術
を
習
う
も
の
が
少
な
か
ら
ず

あ
り
、
西
播
の
地
に
京
坂
の
学
問
を
学
び
吸
収
し
よ
う
と
す
る
気

運
が
高
ま
っ
て
い
る
こ
と
を
窺
わ
せ
る
。

俣
野
玉
川
の
活
動
と
中
井
竹
山

熊
陽
は
そ
の
学
識
を
も
っ
て
脇
坂
氏
に
迎
え
ら
れ
龍
野
藩
儒
と

し
て
一
五

0
石
を
給
与
さ
れ
た
。
熊
腸
の
学
風
は
「
先
生
学
該

博
、
雖
従
仁
斎
又
出
入
程
朱
陸
王
篤
志
践
履
、
嘗
云
、
学
者
所
期

①
 

唯
在
道
徳
仁
義
何
必
彼
此
争
弁
」
と
五
井
蘭
洲
が
評
し
て
い
る
よ

う
に
必
ず
し
も
学
派
に
固
執
せ
ず
、
道
徳
仁
義
の
実
践
履
行
を
専

ら
重
ん
じ
る
も
の
で
あ
り
、
門
人
を
濁
く
に
懇
切
を
極
め
、
各

人
の
能
力
を
発
揮
さ
せ
る
こ
と
に
努
め
る
度
最
あ
る
人
物
で
あ
っ

た
。
熊
陽
は
元
文
五
年
（
一
茜
0
)

衣
笠
明
親
が
稿
を
草
し
た
「
龍

野
志
」
を
監
修
し
て
い
る
。
序
に
よ
れ
ば
明
親
は
「
其
所
輯
録
不

散
無
稲
之
言
遍
考
閲
旧
吏
検
計
群
書
参
考
衆
説
以
成
一
編
、
至
其

賦
税
貢
献
姑
舎
諸
盗
封
内
素
非
無
古
籍
、
然
其
書
頗
多
異
説
怪
妄

不
可
不
弁
別
、
是
以
其
疑
者
菱
之
略
者
詳
之
」
と
群
書
を
渉
猟
参

看
し
て
明
ら
か
に
し
た
地
誌
は
「
凡
如
此
編
所
載
雖
似
無
益
子
日

用
亦
実
致
知
格
物
之
一
端
也
」
と
自
負
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
こ

の
よ
う
な
衣
笠
明
親
の
知
識
を
究
め
て
地
誌
を
明
ら
か
に
し
よ
う

と
す
る
学
的
態
度
に
熊
陽
が
共
嗚
し
て
「
劃
其
外
語
補
其
閾
略
」

し
、
す
す
ん
で
藩
主
に
献
じ
た
と
こ
ろ
「
君
侯
善
不
侯
駕
而
巡
察

封
内
之
意
」
と
地
誌
の
出
来
栄
え
を
称
し
、
山
瀬
某
に
腑
写
さ
せ

た
と
い
う
。
熊
陽
は
そ
れ
以
前
に
「
播
州
赤
穂
郡
志
」
（
享
保
十

二
年
成
稿
）
を
編
集
し
て
い
る
。
こ
れ
は
郡
内
の
庄
郷
、
領
主
、

城
廓
、
町
割
、
川
筋
、
道
筋
、
古
城
、
古
跡
、
神
社
、
仏
閣
、
土

ニ
八



俣
野
玉
川
の
活
動
と
中
井
竹
山

産
、
風
俗
に
つ
い
て
そ
の
沿
革
ば
か
り
で
な
く
、
多
く
の
部
分
に

つ
い
て
現
状
を
踏
査
し
な
け
れ
ば
知
り
得
な
い
詳
細
な
記
述
が
み

ら
れ
、
土
産
の
製
塩
に
つ
い
て
も
現
場
で
具
に
見
学
し
、
種
々
確

か
め
た
結
果
を
記
し
て
い
る
と
思
わ
れ
、
熊
陽
の
学
風
を
示
し
て

い
る
も
の
と
い
え
よ
う
。
熊
陽
の
周
辺
に
あ
っ
て
教
え
を
う
け
た

人
に
は
五
井
蘭
洲
・
中
井
梵
庵
・
三
宅
正
誼
・
中
井
竹
山
・
中
井

履
軒
・
安
達
珍
英
・
古
林
相
如
•
藤
江
軍
治
・
俣
野
玉
川
・
一
瀬

明
善
•
松
尾
維
則
。
南
木
行
義
・
武
藤
元
志
・
三
輪
好
之
・
横
山

直
道
・
平
井
惟
允
•
松
本
維
敬
な
ど
上
方
あ
る
い
は
周
辺
諸
藩
の

藩
儒
・
藩
医
と
し
て
活
躍
し
た
人
だ
け
で
な
く
、
在
野
で
文
筆
・

教
育
に
携
わ
る
も
の
が
あ
り
多
方
面
の
人
材
を
育
て
た
こ
と
が
知

れ
る
。
熊
陽
の
八
歳
年
少
で
同
じ
く
龍
野
藩
儒
で
あ
っ
た
俣
野
龍

渓
（
貞
七
）
も
、
宝
永
六
年
七
月
熊
陽
が
同
道
し
て
京
都
に
東
涯

を
訪
ね
、
の
ち
そ
の
オ
を
認
め
ら
れ
て
藩
費
に
よ
る
遊
学
を
許
さ

れ
た
。
龍
渓
に
つ
い
て
は
そ
の
後
龍
野
の
人
南
木
玄
泰
・
津
守
元

道
・
梅
村
梅
庵
•
石
川
立
軒
な
ど
を
古
義
堂
に
紹
介
し
た
こ
と
が

知
れ
る
が
、
そ
れ
以
外
に
注
目
す
べ
き
動
静
ぱ
窺
え
な
い
。
宝
暦

二
年
（
一
菩
一
）
十
月
熊
陽
は
湯
治
先
の
有
馬
温
泉
で
六
十
九
年
の

生
涯
を
終
え
、
龍
渓
も
同
五
年
六
十
六
歳
で
逝
き
‘
―
つ
の
時
代

が
終
っ
た
感
が
あ
る
。

赤
穂
藩
で
は
三
日
月
藩
医
船
曳
道
益
の
次
子
良
平
（
愴
洲
）
が

口

二
九

元
文
四
年
（
一
芸
―
―
九
）
藩
医
大
川
氏
の
養
子
に
迎
え
ら
れ
、
京
都
で

香
川
修
庵
・
宇
野
明
霞
に
師
事
し
、
二
十
七
歳
で
藩
儒
に
登
用
さ

れ
気
を
吐
い
た
。
愴
洲
は
宝
暦
十
三
年
四
十
三
歳
で
隠
居
を
許
さ

れ
上
京
し
、
皆
川
洪
園
・
柴
野
栗
山
と
三
白
社
を
結
成
し
得
意
と

す
る
詩
文
を
通
じ
て
活
躍
し
、
西
播
の
地
に
お
い
て
も
独
自
の
文

学
の
風
を
醸
成
し
た
。
愴
洲
と
ほ
ぼ
同
年
代
で
西
播
地
方
を
中
心

と
し
て
活
発
な
教
育
活
動
を
展
開
し
た
人
に
、
俣
野
玉
川
（
龍
渓

の
子
）
•
藤
江
龍
山
（
熊
陽
の
子
）
が
あ
る
。

宝
暦
期
以
降
龍
野
を
中
心
と
し
た
教
育
活
動
と
知
識
人
の
交
流

②
 

の
動
向
を
俣
野
玉
川
の
日
記
「
幽
蘭
堂
年
譜
」
に
よ
っ
て
明
ら
か

に
し
た
い
。

俣
野
玉
川
（
一
芸
―

-0!
―
八
呉
）
は
、
当
時
す
で
に
「
脇
坂
に
過
ぎ
た

る
も
の
が
二
つ
あ
る
。
俣
野
オ
助
、
紹
の
皮
」
と
、
藩
主
脇
坂
氏
の

槍
印
の
紹
の
皮
と
と
も
に
五
万
石
の
大
名
の
抱
え
る
儒
者
と
し
て

は
分
に
過
ぎ
た
人
物
で
あ
る
と
の
評
価
が
あ
っ
た
。
玉
川
は
藤
江

熊
陽
の
下
で
和
漠
の
教
育
を
う
け
、
熊
陽
あ
る
い
は
父
龍
渓
が
主

催
す
る
内
講
・
文
会
・
詩
会
に
参
加
し
、
輪
講
に
も
加
わ
り
和
漠

の
書
を
広
く
読
ん
で
い
る
。
こ
の
よ
う
な
玉
川
の
学
習
の
成
果
を

問
う
如
く
、
寛
延
元
年
（
一
茜
八
）
四
月
将
軍
家
重
襲
職
奉
賀
の
朝
鮮



通
信
使
一
行
と
接
す
る
機
会
を
得
た
。
通
信
使
の
来
航
に
つ
い
て

は
当
時
官
民
を
問
わ
ず
大
き
な
関
心
が
寄
せ
ら
れ
、
往
来
の
途
次

人
び
と
が
宿
所
を
訪
ね
て
漠
詩
の
唱
酬
に
歓
を
つ
く
し
、
書
画
の

揮
竜
を
諮
い
、
筆
談
に
よ
っ
て
中
国
・
朝
鮮
の
政
情
や
歴
史
・
風

俗
を
尋
ね
、
経
史
諸
学
の
問
答
を
交
わ
し
た
。
一
部
に
は
こ
の
よ
う

な
通
信
使
文
人
と
の
接
触
、
交
流
を
一
代
の
栄
誉
と
し
て
誇
る
風

さ
え
生
ん
だ
。
玉
川
は
予
ね
て
使
節
文
人
と
の
唱
和
に
関
心
を
抱

き
、
懲
痣
録
・
鮮
明
官
職
考
な
ど
の
他
、
唱
和
記
録
を
集
め
た
和

韓
唱
酬
集
・
問
橙
崎
賞
・
鶏
林
唱
和
集
を
読
み
、
そ
の
機
会
を
待

っ
て
い
た
。
寛
延
元
年
四
月
十
八
日
対
州
儒
者
阿
比
留
太
郎
八
・

大
浦
益
之
進
を
介
し
て
、
室
津
に
お
い
て
使
節
中
の
学
士
、
正
書

記
、
従
書
記
と
の
詩
の
唱
和
に
成
功
し
た
。
終
っ
て
二
十
日
登
城

の
命
を
う
け
、
玉
川
は
年
寄
部
屋
で
使
節
一
行
の
様
子
と
唱
和
の

次
第
、
さ
ら
に
そ
の
詩
を
詳
し
く
披
露
に
及
ん
だ
と
こ
ろ
、
そ
の

詩
を
在
府
中
の
藩
主
の
一
覧
に
供
す
る
よ
う
に
言
い
渡
さ
れ
、
若

冠
十
九
歳
の
玉
川
は
改
め
て
そ
の
オ
を
認
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ

た
。
一
行
が
寄
港
す
る
室
津
に
極
め
て
近
い
こ
と
も
利
し
た
で
あ

ろ
う
が
、
玉
川
の
日
頃
の
意
欲
の
一
端
を
示
す
事
件
で
あ
っ
た
と

い
え
よ
う
。

玉
川
の
学
風
は
師
熊
陽
、
父
龍
渓
を
通
じ
て
古
義
堂
の

う
け
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
宝
暦
五
年
父
の
業
を
継
ぎ
、

俣
野
玉
川
の
活
動
と
中
井
竹
山

と
の
盛
ん
な
交
流
を
通
じ
て
自
ら
の
学
問
に
疑
問
を
抱
き
、

尚
斎
の
門
人
で
予
ね
て
私
淑
し
て
い
た
玉
田
黙
頷
の
門
を
た
た
き

三
か
月
間
教
え
を
う
け
た
。
こ
れ
が
そ
の
後
の
玉
川
の
生
き
方
に

ど
の
よ
う
な
意
味
を
も
っ
た
か
具
体
的
に
は
知
り
得
な
い
が
、
自

己
省
察
を
重
ん
じ
、
蓋
徳
の
た
め
の
手
段
と
し
て
持
敬
、
窮
理
を

位
置
付
け
説
く
黙
頷
の
教
え
は
、
玉
川
に
何
ん
ら
か
の
新
し
い
刺

激
を
与
え
ず
に
は
お
か
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。

七
〇
俵
三
人
扶
持
を
給
与
さ
れ
た
玉
川
は
、
宝
暦
五
年
以
後
藤

江
龍
山
と
と
も
に
侍
講
と
し
て
四
書
を
諧
じ
、
安
永
元
年
（
一
菩
―
-
）

に
は
幼
君
安
董
の
手
習
指
南
、
四
書
五
経
を
諧
じ
る
任
が
加
え
ら

れ
た
。
藩
士
教
育
の
場
で
あ
る
対
面
所
講
釈
は
月
六
回
を
原
則
と

し
、
宝
暦

1
享
和
期
に
は
玉
川
・
順
軒
父
子
、
藤
江
龍
山
・
岱
山

父
子
、
石
原
順
蔵
・
溝
江
新
吾
ら
が
交
互
に
担
当
し
て
い
た
。

こ
れ
ら
の
講
釈
は
藩
儒
と
し
て
の
職
務
で
行
な
っ
た
講
釈
で
あ
る

が
、
そ
の
他
に
藩
士
の
個
別
の
要
諮
に
よ
り
私
的
に
催
し
た
講
会

が
い
く
つ
か
あ
る
。
三
五

0
石
以
上
の
禄
を
給
与
さ
れ
、
藩
政
の

枢
要
の
地
位
を
占
め
る
四
、
五
名
の
も
の
に
、
貞
観
政
要
な
ど
を

テ
キ
ス
ト
と
し
て
月
六
回
夜
行
な
わ
れ
た
も
の
（
三
・
八
夜
会

寛
政
末
年

1
享
和
元
年
末
）
、
百
ー
ニ
百
石
取
の
藩
士
―
―

-I
七
名

が
論
語
講
釈
を
聴
く
会
（
四
・
九
講
寛
政
五
年
六
月

1
同
六
年

末）、

0
年

間

に

・

中

尉

・

小

学

・

古

文

真

10 
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宝
後
集
を
諧
じ
た
会
（
六
・
六
諧
談
寛
政
三
年
ー
享
和
元
年
十

月
末
）
、
二
人
の
藩
士
の
希
望
で
行
な
っ
た
近
思
録
講
釈
(
+
日
諧

寛
政
十
年
十
一
月
ー
享
和
元
年
十
一
月
末
）
、
二
人
の
藩
士
に
大

学
・
中
庸
・
易
経
に
つ
い
て
行
な
っ
た
講
釈
（
九
日
諧
、
寛
政
七

年
一
月
末
！
十
二
年
四
月
）
、
関
覚
兵
衛
ら
三
人
の
懇
請
に
よ
り

行
な
っ
た
論
語
・
大
学
講
釈
（
ニ
・
七
朝
会
寛
政
十
―
―
一
年
一
月

ー
十
一
月
末
）
な
ど
は
、
玉
川
の
居
宅
で
催
し
た
私
的
な
講
談
の

会
で
、
比
較
的
気
楽
に
学
問
上
の
討
論
を
し
、
会
の
後
に
は
雑
談

に
興
じ
る
こ
と
も
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。

玉
川
は
こ
れ
ら
以
外
に
龍
野
周
辺
の
士
庶
の
子
弟
を
自
宅
に
集

め
て
手
習
、
読
書
教
授
を
し
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
自
宅

に
お
け
る
こ
の
教
育
が
い
つ
か
ら
始
め
ら
れ
た
か
明
ら
か
で
な
い

が
、
安
永
二
年
以
降
孝
経
輪
読
の
記
事
が
日
記
に
頻
出
し
、
同
四

年
に
は
読
書
入
門
生
の
名
が
み
え
る
こ
と
か
ら
推
し
て
遅
く
と
も

安
永
期
に
は
始
め
ら
れ
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
時
期

西
播
地
方
で
庶
民
教
育
を
担
う
寺
子
屋
が
そ
れ
ほ
ど
普
及
し
て
い

た
と
は
考
え
ら
れ
ず
、
藤
江
龍
山
の
叢
桂
館
と
と
も
に
玉
川
の
こ

の
幽
蘭
堂
は
数
少
な
い
庶
民
教
育
の
場
で
あ
っ
た
。
そ
れ
だ
け
に

地
域
的
に
も
か
な
り
広
い
範
囲
か
ら
入
門
者
が
あ
り
、
緑
者
に
宿

泊
し
た
り
、
俣
野
宅
に
寄
宿
す
る
も
の
も
あ
っ
た
。
入
門
者
が
比

較
的
正
確
に
知
り
う
る
寛
政
一
二
年
ー
文
化
―
―
一
年
の
十
六
年
間
に
一

九
九
名
の
入
門
者
が
あ
り
、
そ
の
内
身
分
の
判
る
も
の
五
九
名
に

つ
い
て
内
訳
を
み
る
と
僧
侶
二
七
名
、
落
士
ニ
―
名
、
医
者
六

名
、
村
役
人
五
名
と
な
り
、
全
体
の
三
分
の
二
以
上
は
町
人
、
農

民
の
子
弟
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
在
熟
期
間
に
つ
い
て
は
推

定
し
て
平
均
ニ
ー
三
年
で
は
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
か
。

明
和
八
年
（
一
老
一
）
九
月
玉
川
が
初
学
者
の
学
習
一
般
に
つ
い

て
心
得
を
説
い
た
も
の
に
「
入
門
規
矩
」
が
あ
る
。
こ
れ
を
基
に

し
て
寛
政
三
年
十
月
幽
蘭
堂
の
学
規
が
定
め
ら
れ
た
。
い
か
に
も

初
学
者
向
け
に
具
体
的
に
一
六
条
に
わ
た
り
堂
の
内
外
に
お
け
る

行
儀
作
法
と
学
習
に
つ
い
て
注
意
し
た
も
の
で
あ
る
。
「
公
儀
之

御
法
度
二
背
申
間
敷
事
」
の
箇
条
の
前
に
、
平
生
の
行
儀
、
父
母

へ
の
挨
拶
、
兄
弟
間
の
和
睦
に
関
す
る
三
か
条
が
あ
り
、
毎
日
の

復
習
に
つ
い
て
の
注
意
な
ど
併
せ
て
日
常
性
に
富
ん
だ
教
育
内
容

を
推
察
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
。
寛
政
三
年
九
月
藩
主
安
蓋
が
寺
社

奉
行
と
な
り
、
そ
の
際
改
め
て
家
中
が
武
芸
・
文
字
を
専
ら
に

し
、
風
俗
を
胤
す
よ
う
令
し
て
い
る
が
、
こ
の
と
き
藩
の
文
教
を

す
す
め
る
任
を
担
う
玉
川
が
、
幽
蘭
堂
の
学
規
を
改
め
て
定
め
た

の
は
頷
け
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

寛
政
六
年
閏
十
一
月
か
ら
四
書
、
小
学
の
輪
講
を
八
人
前
後
の

有
志
が
幽
蘭
堂
で
行
な
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
に
は
読
書
生
の
陪
聴

が
許
さ
れ
て
お
り
、
一
応
の
読
書
を
終
え
た
子
弟
が
一
層
の



を
つ
け
る
た
め
の
会
で
あ
っ
た
よ
う
で
、
将
来
村
々
の
子
弟
教
育

に
あ
た
る
人
材
の
姜
成
課
程
と
し
て
の
意
味
を
も
っ
と
同
時
に
、

の
ち
に
述
べ
る
よ
う
に
上
方
な
ど
に
遊
学
し
よ
う
と
す
る
者
が
進

学
の
足
が
か
り
を
得
る
も
の
で
も
あ
っ
た
。

以
上
み
た
よ
う
に
幽
蘭
堂
が
西
播
地
域
の
庶
民
教
育
に
重
要
な

役
割
を
果
す
と
同
時
に
、
そ
の
地
域
に
止
ま
ら
ず
他
と
の
文
化
交

流
を
担
う
人
材
も
育
成
し
、
ま
た
東
へ
上
り
西
へ
下
る
知
識
人
が

立
寄
り
、
こ
の
地
に
文
化
的
刺
激
を
与
え
る
拠
点
の
役
割
を
も
っ

て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
さ
ら
に
玉
川
自
身
が
江
戸
藩
邸
に
勤
め

て
い
る
期
間
に
広
く
他
藩
の
知
友
と
交
流
を
深
め
、
そ
の
成
果
を

幽
蘭
堂
を
中
心
と
し
た
さ
ま
ざ
ま
の
催
し
を
通
し
て
伝
え
て
い
る

こ
と
も
注
目
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

「
幽
蘭
堂
年
譜
」
に
記
録
さ
れ
て
い
る
江
戸
に
お
け
る
玉
川
の

交
友
の
一
端
を
寛
政
四
年
の
記
事
か
ら
窺
っ
て
み
た
い
。

玉
川
は
寛
政
四
年
六
十
二
歳
の
春
、
藤
江
龍
山
・
中
井
伯
元
と

交
代
の
た
め
江
戸
へ
出
立
す
る
に
際
し
て
、
門
弟
ら
十
余
名
が
揖

保
川
の
川
原
で
桃
の
花
見
を
兼
ね
た
送
別
の
宴
を
催
し
、
即
興
の

詩
を
作
っ
て
楽
し
ん
だ
。
当
時
隣
村
の
阿
曽
村
で
医
療
修
行
中
の

玉
川
の
三
男
恭
蔵
は
玉
川
の
世
話
係
り
と
し
て
同
行
す
る
こ
と
を

俣
野
玉
川
の
活
動
と
中
井
竹
山

許
さ
れ
、
玉
川
ら
の
行
十
数
名
は
三
月
十
八
日
江
戸
に
着
い
た
。

玉
川
の
江
戸
に
お
け
る
勤
め
は
芝
上
屋
敷
歌
仙
之
間
月
並
表
講
釈

を
四
・
九
の
日
に
勤
め
、
そ
の
他
三
・
八
の
内
講
、
さ
ら
に
林
田

藩
主
建
部
氏
の
求
め
に
応
じ
て
ニ
・
七
日
に
出
講
す
る
以
外
は
比

較
的
時
間
に
ゆ
と
り
が
あ
っ
た
。
そ
の
間
を
利
用
し
て
他
出
し
、

知
己
を
訪
ね
る
こ
と
が
で
き
た
。
八
月
か
ら
十
二
月
ま
で
の
知
己

の
交
流
の
主
な
も
の
を
「
幽
蘭
堂
年
譜
」
か
ら
拾
っ
て
み
よ
う
。

八
月
五
日
本
多
淡
路
守
邸
に
石
原
楽
山
を
訪
ね
酒
盃
、
連
管

を
聞
く
。
「
風
流
な
る
事
共
也
」

八
月
十
―
―
一
日
中
井
竹
山
来
訪
。
「
大
坂
学
校
類
焼
二
付
願
筋

有
之
候
而
罷
越
候
由
噂
也
」

八
月
十
四
日
家
中
同
輩
十
人
余
と
賞
月
小
宴
、
詩
歌
俳
諧
若

干゚八
月
十
五
日
堀
田
豊
前
守
（
近
江
宮
川
）
下
屋
敷
に
山
辺

良
川
を
訪
ね
、
酒
を
出
さ
れ
る
。

八
月
十
九
日
中
井
竹
山
次
男
七
郎
来
訪
。

八
月
二
十
日
石
町
三
丁
目
横
町
中
井
竹
山
寓
居
を
訪
ね
咄

す
。
「
石
井
文
治
・
田
中
順
治
・
山
岡
勝
九
郎
・
福
井
主
一
郎

井
門
弟
伊
―
―
一
郎
皆
ミ
相
識
ニ
ナ
ル
」

八
月
三
十
日
八
重
洲
河
岸
の
井
上
仲
龍
（
岡
山
藩
儒
）
を
訪

ね
る
。
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山

九
月
一
日
竹
山
の
旅
宿
を
訪
ね
、
酒
肴
出
る
。

九
月
十
日
竹
山
来
訪
、
竹
山
懇
意
の
赤
崎
源
助
（
薩
摩
藩

儒
）
・
山
辺
良
川
を
招
き
酒
飯
を
出
す
。

九
月
十
三
日
竹
山
の
寓
居
を
訪
ね
、
明
後
日
朝
出
立
と
の
こ

と
で
緩
々
語
る
。
帰
途
井
上
仲
龍
方
へ
寄
る
。

九
月
十
五
日
赤
崎
源
助
来
訪
。

九
月
二
十
日
山
辺
良
川
来
訪
。

十
月
二
日
市
谷
細
井
平
洲
宅
を
訪
ね
る
。

十
月
十
二
日
夕
飯
後
聖
堂
へ
行
き
尾
藤
二
洲
を
訪
ね
る
。

十
月
十
五
日
玉
川
の
息
恭
蔵
平
洲
宅
の
詩
会
へ
行
く
。

十
月
二
十
日
芝
薩
摩
藩
邸
へ
赤
崎
源
助
を
訪
ね
る
。

十
一
月
五
日
土
佐
藩
邸
に
藩
儒
箕
浦
江
南
を
訪
ね
る
。
霞
関

広
島
藩
中
屋
敷
に
頼
弥
太
郎
（
春
水
）
を
訪
ね
る
。

十
一
月
十
五
日
中
津
藩
邸
に
藩
儒
倉
成
菩
司
を
訪
ね
る
。

十
二
月
十
五
日
赤
穂
藩
医
生
淮
田
長
民
来
訪
。

十
二
月
十
六
日
岡
山
藩
邸
に
近
藤
西
涯
を
訪
ね
、
土
佐
藩
邸

に
箕
浦
江
南
を
訪
ね
る
。

十
二
月
二
十
三
日
箕
浦
江
南
来
訪
。

十
二
月
二
十
六
日
赤
穂
藩
淮
田
長
民
・
神
吉
耕
庵
来
訪
。
倉

成
善
司
来
訪
。

五
月
大
坂
の
大
火
で
懐
徳
堂
を
焼
失
し
、
中
井
竹
山
は
再
建
を

幕
府
に
願
い
出
る
た
め
江
戸
に
下
り
一
か
月
滞
在
し
て
い
た
が
、

そ
の
間
多
忙
な
時
間
を
割
い
て
玉
川
と
往
来
し
て
い
る
こ
と
が
知

れ
る
の
を
は
じ
め
と
し
て
、
江
戸
詰
の
岡
山
藩
儒
井
上
仲
龍
、
仲

龍
と
親
交
の
あ
っ
た
近
藤
西
涯
、
晩
年
柴
野
栗
山
に
認
め
ら
れ
頼

春
水
ら
と
共
に
昌
平
校
講
官
に
登
用
さ
れ
た
藩
摩
藩
儒
赤
崎
源

助
、
江
戸
・
大
坂
に
知
己
を
多
く
も
つ
土
佐
藩
儒
箕
浦
江
南
、
古

義
堂
に
学
び
昌
平
校
に
も
出
入
し
細
井
平
洲
と
親
交
の
あ
っ
た
中

津
藩
儒
倉
成
龍
渚
、
さ
ら
に
頼
春
水
・
細
井
平
洲
と
の
往
来
の
状

況
が
窺
え
る
。
他
に
玉
川
が
親
し
く
交
わ
っ
た
人
に
は
高
山
彦
九

郎
・
尾
州
二
洲
、
松
平
定
信
の
信
望
を
得
て
麹
町
に
宅
地
を
与
え

ら
れ
痒
麹
舎
（
麹
渓
書
院
）
を
設
け
た
服
部
栗
斎
、
平
洲
門
下
で

も
っ
と
も
傑
出
し
た
弟
子
と
称
さ
れ
た
久
留
米
藩
儒
樺
島
石
梁
．

岡
田
周
―
―
一
郎
ら
が
あ
る
。
な
か
で
も
高
山
彦
九
郎
と
は
格
別
親
交

を
重
ね
た
こ
と
は
彦
九
郎
の
日
記
に
み
え
る
。

こ
の
よ
う
な
江
戸
に
お
け
る
玉
川
の
広
い
範
囲
に
わ
た
る
直
接

的
な
交
友
関
係
は
、
玉
川
に
さ
ま
ざ
ま
な
刺
激
を
与
え
ず
に
は
お

か
な
か
っ
た
し
、
そ
れ
は
ま
た
玉
川
の
国
元
に
お
け
る
活
躍
に
多

く
の
活
力
を
与
え
る
も
の
で
あ
っ
た
。

玉
川
の
龍
野
に
お
け
る
動
き
の
な
か
で
、
門
弟
や
周
辺
の
知

友
、
あ
る
い
は
遠
来
の
賓
客
を
迎
え
て
、
し
ば
し
ば
詩
会
を
催
し

て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
こ
の
種
の
会
は
打
ち
解
け
た
社
交



竹
山
に
と
っ
て
龍
野
は
父
祖
の
地
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、
梵
庵

以
来
龍
野
藩
か
ら
扶
持
米
を
給
与
さ
れ
、
藩
主
帰
国
に
際
し
て
は

四

の
場
と
し
て
、
地
域
の
知
識
人
の
交
流
に
大
き
な
意
味
を
も
っ
て

い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

桃
．
芍
薬
の
花
見
、
納
涼
・
七
タ
・
仲
秋
・
重
陽
・
冬
至
の
定

例
の
詩
会
、
そ
の
他
追
悼
・
年
賀
や
来
客
を
迎
え
て
の
臨
時
の
詩

会
が
少
な
く
な
い
。
こ
の
他
町
人
ら
が
謡
会
・
歌
会
を
さ
か
ん
に

催
し
て
お
り
、
玉
川
が
そ
の
席
に
招
か
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
玉

川
は
自
ら
が
主
催
す
る
詩
会
に
つ
い
て
案
内
し
た
人
、
欠
席
し
た

人
、
遅
参
し
た
人
を
逐
一
日
記
に
記
し
て
い
る
。
寛
政
八
年
十
一

月
二
十
三
日
の
冬
至
詩
会
に
は
五
十
四
名
を
案
内
し
、
四
十
二
名

の
参
加
を
得
て
盛
会
で
あ
っ
た
。
案
内
先
は
同
輩
の
藤
江
龍
山
・

南
木
佐
寿
を
は
じ
め
玉
川
の
教
え
を
う
け
て
い
る
藩
士
、
和
田
春

堂
・
円
尾
玄
東
・
松
尾
玄
長
・
満
田
純
耕
な
ど
上
洛
し
て
医
術
を

学
び
帰
国
し
た
も
の
、
玉
川
宅
に
寄
宿
し
勉
強
中
の
姫
路
藩
領
辻

川
村
大
庄
屋
の
枠
三
木
東
作
、
林
田
藩
領
東
保
村
小
野
勇
蔵
な
ど

年
齢
・
身
分
の
異
な
る
も
の
が
一
堂
に
会
し
て
即
興
に
詩
を
賦
し

一
刻
の
楽
し
み
を
共
に
す
る
こ
と
は
、
講
釈
・
輪
読
な
ど
の
会
に

は
み
ら
れ
な
い
寛
い
だ
雰
囲
気
を
作
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

俣
野
玉
川
の
活
動
と
中
井
竹
山

伏
見
ま
で
出
迎
え
る
と
い
う
公
的
関
わ
り
を
も
っ
て
い
た
。
し
か

し
扶
持
米
支
給
は
藩
の
勝
手
向
不
如
意
の
た
め
当
時
は
名
目
だ
け

で
「
一
粒
も
渡
り
不
申
」
、
寛
政
元
年
大
坂
城
代
か
ら
大
坂
城
召

抱
え
の
沙
汰
の
あ
っ
た
の
を
機
に
龍
野
藩
の
扶
持
米
を
辞
退
し
、

一
応
公
的
な
関
係
は
断
た
れ
た
が
「
従
来
格
別
之
御
由
緒
を
得
候

③
 

私
義
二
御
座
候
ヘ
ハ
、
御
家
出
入
之
義
ハ
是
迄
之
通
」
許
さ
れ
た

い
と
願
い
出
て
い
る
。
ま
た
寛
政
十
二
年
正
月
竹
山
は
蕉
園
・
碩

果
の
二
人
の
子
息
に
宛
て
た
遣
状
の
最
後
に
「
龍
野
之
親
戚
代
を

重
ね
候
二
随
ひ
相
互
二
次
第
二
疎
遠
二
成
行
可
申
候
、
家
之
追
遠

薄
二
て
譜
系
瓜
葛
を
折
ミ
考
へ
先
瀧
之
所
在
を
能
賠
し
置
、
年
歳

之
文
通
、
又
ハ
吉
凶
二
付
聯
之
信
物
等
末
長
く
慇
懃
を
通
し
可
被

申
候
」
と
龍
野
中
井
家
と
の
関
係
を
軽
ん
じ
る
こ
と
な
き
よ
う
に

子
孫
を
戒
し
め
て
い
る
こ
と
、
さ
ら
に
寛
政
七
年
懐
徳
堂
再
建
工

事
に
際
し
て
大
工
三
人
、
戸
障
子
細
工
一
人
を
敢
え
て
龍
野
か
ら

呼
び
寄
せ
棟
梁
を
助
け
さ
せ
て
い
る
点
な
ど
に
竹
山
が
龍
野
へ
格

別
の
思
い
を
寄
せ
て
い
た
こ
と
が
知
れ
る
。
龍
野
に
活
躍
す
る

人
た
ち
と
竹
山
は
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
交
流
を
し
た
で
あ
ろ
う

、。カ竹
山
•
履
軒
と
玉
川
・
龍
山
は
既
述
し
た
藤
江
熊
陽
の
兄
弟
弟

子
で
あ
り
、
こ
と
に
竹
山
と
玉
川
は
同
じ
享
保
十
五
年
生
れ
で
あ

る
こ
と
も
あ
り
格
別
の
親
交
が
あ
っ
た
。
玉
川
の
交
友
の
広
さ
に

四



俣
野
玉
川
の
活
動
と
中
井
竹
山

も
竹
山
が
関
わ
っ
た
部
分
が
少
な
く
な
か
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ

る
。
竹
山
は
安
永
元
年
四
月
江
戸
に
下
り
曖
嗚
館
に
細
井
平
洲
を

④
 

訪
ね
、
そ
の
後
交
友
を
続
け
て
い
る
が
、
こ
の
こ
ろ
江
戸
に
滞
在

し
て
い
た
玉
川
は
平
洲
に
紹
介
さ
れ
、
さ
ら
に
平
洲
に
入
門
し
て

間
も
な
い
高
山
彦
九
郎
を
玉
川
が
知
る
と
こ
ろ
と
な
っ
た
。

丁
度
こ
の
時
期
龍
野
藩
は
領
内
外
の
銀
主
へ
の
借
金
も
行
き
詰

り
、
さ
ら
に
安
永
七
年
二
条
大
納
言
江
戸
参
向
の
稀
府
御
馳
走
役

を
藩
主
安
親
が
命
じ
ら
れ
、
そ
の
費
用
調
達
の
た
め
藩
財
政
は
破

局
的
場
面
を
迎
え
た
。
翌
年
二
月
藩
は
当
面
の
財
政
難
打
開
の
方

策
を
家
中
か
ら
広
く
求
め
よ
う
と
し
た
。
そ
の
際
予
ね
て
陽
明
学

を
信
奉
し
て
い
た
国
枝
順
太
夫
は
藩
政
府
中
枢
人
事
の
刷
新
を
藩

主
に
直
訴
し
よ
う
と
し
た
が
、
逆
に
そ
の
行
動
に
疑
惑
を
も
た
れ

順
太
夫
は
自
殺
す
る
と
い
う
事
件
が
あ
っ
た
。
こ
の
事
件
で
藤
江

龍
山
・
岱
山
父
子
、
玉
川
・
順
軒
父
子
に
も
嫌
疑
が
か
か
り
、

「
役
柄
之
義
心
付
候
義
ハ
申
出
も
可
仕
候
へ
共
、
国
枝
順
太
夫
な

と
同
様
之
存
意
二
候
哉
、
其
程
御
不
審
二
思
召
候
、
惣
而
御
政
道

之
義
ハ
上
ふ
被
仰
出
、
尚
又
役
人
共
打
寄
御
取
扱
有
之
候
処
、
差

⑤
 

出
候
様
二
思
召
候
」
と
し
て
差
控
を
命
じ
ら
れ
た
。
龍
山
は
奉
行

役
を
免
じ
ら
れ
た
が
、
玉
川
は
八
日
間
の
差
控
と
い
う
軽
い
処
分

で
す
ん
だ
。

竹
山
は
か
つ
て
順
太
夫
が
熊
沢
蕃
山
の
書
に
つ
い
て
質
問
し
た

ル
ヘ
シ
」
と
し

．
易
ナ
リ
、

際
、
蕃
山
は
経
義
の
解
釈
に
難
点
が
あ
り
、
徳
は
中
江
藤
樹
に
誤

る
面
は
あ
る
が
「
艇
武
以
降
実
徳
実
オ
実
学
ニ
テ
、
国
家
ノ
実
用

ヲ
施
シ
候
人
、
外
二
匹
僻
ア
ル
マ
ジ
ク
候
、
愚
拙
ナ
ド
モ
兼
テ

⑤
 

景
慕
欽
仰
是
深
ク
候
」
と
竹
山
は
蕃
山
の
実
徳
・
実
オ
・
実
学

を
高
く
評
価
し
て
い
る
が
、
順
太
夫
が
国
家
の
実
用
を
施
そ
う
と

し
、
玉
川
ら
も
同
調
し
た
右
の
事
件
に
竹
山
が
同
情
を
寄
せ
る
と

こ
ろ
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
高
山
彦
九
郎
も
日
記
に
こ

の
事
件
を
記
し
て
関
心
の
程
を
覗
か
せ
て
い
る
。

藤
江
龍
山
が
竹
山
に
し
ば
し
ば
書
を
呈
し
、
そ
れ
に
答
え
る
形

で
竹
山
が
自
ら
の
学
問
を
龍
野
の
知
識
人
た
ち
に
伝
え
て
い
る
そ

の
一
端
を
「
竹
山
国
字
紐
」
に
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。
書
簡
に
は
習

字
の
基
本
を
説
き
「
諸
家
ヲ
錯
綜
シ
テ
千
変
万
化
ノ
内
ヨ
リ
習
熟

運
用
シ
テ
一
機
軸
ヲ
出
シ
テ
終
ニ
―
家
ヲ
ナ
ス
ヤ
ウ
ア
ル
ベ
シ
」

と
教
え
た
も
の
、
あ
る
い
は
寛
政
十
年
七
月
雷
火
に
よ
り
焼
失
し

た
方
広
寺
大
仏
の
再
興
を
企
て
る
こ
と
は
如
何
に
愚
で
あ
る
か
、

か
つ
て
「
草
茅
危
言
」
で
論
じ
た
寺
院
無
用
論
に
沿
っ
て
具
体
的

に
述
べ
た
も
の
が
あ
る
。
龍
山
が
学
問
の
心
得
に
つ
い
て
問
う
た

の
に
答
え
て
芸
芦
ノ
研
究
ヲ
主
ト
シ
テ
、
其
余
カ
二
諸
書
二
渉

「
経
書
二
於
テ
尤
モ
切
要
ナ
ル
ハ
、
四
書
・
詩
・

コ
ノ
内
ヲ
イ
ヅ
レ
ナ
リ
托
一
部
ヅ
、
本
業
ト

ヲ
セ
ン
グ
リ
一
色
ツ
、
カ
ケ
テ
読

シ
テ
日
々
二
読
デ
、

ソ
ノ



ベ
シ
、
畢
レ
バ
又
始
テ
循
環
ス
ペ
シ
（
中
略
）
コ
レ
ヲ
立
ヲ
キ
テ
、

サ
テ
諸
子
モ
ア
マ
サ
ズ
渉
ッ
テ
、
本
業
ノ
カ
ヲ
以
テ
ソ
ノ
得
失
ヲ

弁
ズ
ベ
シ
、
然
ル
ト
キ
ハ
ヨ
ク
博
ニ
シ
テ
雑
二
落
ザ
ル
ベ
シ
」
と

初
学
者
へ
忠
告
し
、
ま
た
経
術
と
文
章
は
一
体
の
も
の
と
し
て
学

ぶ
べ
き
で
、
文
章
家
は
韓
愈
・
柳
宗
元
・
欧
陽
修
・
蘇
試
を
範
と

す
べ
き
で
あ
り
、
明
の
方
正
学
・
王
陽
明
と
も
一
代
を
圧
倒
し
た

文
宗
と
し
て
必
読
の
書
で
あ
り
、
「
我
邦
ノ
集
ニ
サ
シ
テ
読
ベ
キ

モ
ノ
ナ
シ
」
と
し
な
が
ら
「
ム
ッ
ト
日
本
臭
キ
」
を
離
れ
て
い
る

点
で
「
文
筆
ノ
品
題
ハ
何
卜
云
テ
モ
物
氏
第
一
ナ
ル
ベ
シ
」
と
祖

裸
を
推
奨
し
て
い
る
。
書
簡
中
に
「
予
ノ
大
二
憎
ム
所
ハ
陽
明
ノ

学
術
ナ
リ
、
サ
レ
ト
モ
陽
明
ノ
文
ヲ
ヨ
ム
タ
ビ
ニ
撃
節
シ
テ
称
ス

レ
バ
、
コ
レ
ソ
ノ
人
愛
憎
ニ
ョ
リ
テ
其
文
ヲ
取
捨
ス
ル
ニ
非
ル
事

明
白
ナ
リ
」
と
し
て
前
述
の
経
術
と
文
章
は
一
体
と
す
る
説
明
か

ら
は
理
解
し
に
く
い
部
分
も
み
え
る
が
、
右
に
あ
げ
た
言
は
「
大

言
不
遜
ノ
甚
シ
キ
モ
ノ
ア
ル
ニ
似
タ
レ
ド
モ
」
「
足
下
卜
老
夫
卜

ノ
間
二
於
テ
、
サ
シ
テ
忌
テ
隠
黙
ス
ベ
キ
ホ
ド
ノ
コ
ト
モ
ナ
ケ
レ

バ
」
気
軽
に
見
解
を
述
べ
た
も
の
だ
と
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な

書
簡
を
通
し
て
、
あ
る
い
は
直
接
的
に
竹
山
の
教
え
る
と
こ
ろ
は

龍
野
の
知
識
人
に
影
響
を
与
え
た
で
あ
ろ
う
。
そ
の
具
体
的
な
表

れ
と
し
て
玉
川
が
幽
蘭
堂
で
教
え
た
子
弟
の
な
か
に
懐
徳
堂
へ
入

門

す

る

も

の

が

あ

っ

た

。

に

は

玉

川

の

門

人

で

俣
野
玉
川
の
活
動
と
中
井
竹
山

長
崎
・
上
方
に
医
学
修
行
の
た
め
遊
学
す
る
も
の
が
十
数
名
あ
る

が
、
他
に
懐
徳
堂
に
入
門
し
た
こ
と
が
明
ら
か
な
も
の
が
二
名
あ

る。
東
保
村
の
農
家
の
出
身
石
野
重
蔵
は
、
寛
政
九
年
二
月
「
好
学

之
由
」
を
も
っ
て
十
四
歳
で
幽
蘭
堂
に
入
門
し
、
五
年
間
玉
川
の

教
育
を
う
け
、
享
和
二
年
（
一
〈
O

―
-
）
七
月
大
坂
の
叔
父
宅
に
寄
留
し

て
懐
徳
堂
へ
入
門
す
る
こ
と
を
希
望
し
た
。
玉
川
は
壮
行
の
盃
を

交
わ
し
、
絶
句
三
首
を
贈
り
前
途
に
期
待
し
た
。
翌
三
年
四
月
重

蔵
は
林
田
藩
か
ら
二
人
扶
持
を
も
っ
て
藩
校
敬
業
館
の
儒
官
見
習

に
召
抱
え
ら
れ
た
が
、
懐
徳
堂
に
お
け
る
勉
学
の
継
続
は
許
さ
れ

た
。
横
山
正
吉
（
千
之
）
は
寛
政
九
年
六
月
幽
蘭
堂
に
入
門
し
、

翌
年
に
は
ニ
・
七
の
論
語
輪
講
で
前
講
を
勤
め
る
ほ
ど
に
な
り
、

石
野
重
蔵
に
続
い
て
懐
徳
堂
に
入
門
し
て
い
る
。
幽
蘭
堂
へ
の
入

門
は
明
ら
か
で
な
い
が
、
祖
父
元
秀
以
来
龍
野
藩
医
と
し
て
抱
え

ら
れ
て
い
た
小
西
惟
沖
（
純
達
）
は
、
父
啓
迪
と
共
に
竹
山
•
履

軒
の
学
風
を
深
く
敬
慕
す
る
と
こ
ろ
が
あ
り
、
竹
山
•
履
軒
の
著

述
の
大
部
分
が
啓
迪
．
惟
沖
父
子
に
よ
っ
て
丁
寧
に
筆
写
さ
れ
た

も
の
が
現
存
し
て
い
る
。

以
上
俣
野
玉
川
の
活
動
を
通
し
て
西
播
の
教
育
・
文
化
環
境
の

一
端
を
概
観
し
、
そ
の
よ
う
な
環
境
作
り
の
中
心
と
な
っ
た
玉
川

の
学
風
、
交
友
に
竹
山
の
関
わ
り
が
少
な
か
ら
ず
あ
っ
た
こ
と
を

， 
ノ‘



①註

俣
野
玉
川
の
活
動
と
中
井
竹
山

「
藤
江
忠
廉
墓
誌
銘
」
五
井
純
禎
撰

指
摘
し
た
。
竹
山
の
学
風
が
こ
の
地
に
如
何
程
影
響
を
与
え
た
か

を
示
す
端
的
な
も
の
は
懐
徳
堂
へ
の
入
門
者
で
あ
る
が
、
現
在
知

れ
る
も
の
は
極
め
て
僅
か
で
あ
る
。
し
か
し
龍
野
で
も
藤
江
龍
山

あ
る
い
は
小
西
啓
雉
．
惟
沖
父
子
の
門
弟
で
懐
徳
堂
に
入
門
し
た

も
の
が
可
成
り
あ
っ
た
こ
と
が
当
然
考
え
ら
れ
、
今
後
こ
れ
ら
の

人
び
と
に
つ
い
て
の
研
究
を
通
じ
て
、
よ
り
具
体
的
に
懐
徳
堂
の

教
育
と
地
方
の
教
育
・
文
化
の
相
互
関
係
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と

が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

一七

②
玉
川
の
日
記
「
幽
蘭
堂
年
譜
」
は
延
享
三
年
九
月
か
ら
死
の
直
前

の
文
化
三
年
六
月
二
十
九
日
に
い
た
る
六
十
年
間
の
記
録
で
あ
る

（
龍
野
市
立
図
書
館
所
蔵
。
そ
の
大
部
分
は
「
幽
蘭
堂
年
譜
」
日

i

回
（
『
大
谷
女
子
大
学
資
料
館
報
告
書
』
第
三
、
四
、
六
、
九
冊
）

と
し
て
公
刊
さ
れ
て
い
る
。

③
「
懐
徳
堂
記
録
」
（
大
阪
大
学
付
属
図
書
館
所
蔵
）

④
「
年
諮
」
（
『
東
海
市
史
』
資
料
編
第
三
巻
新
編
細
井
平
洲
全

集
）

⑤
「
幽
蘭
堂
年
譜
」
天
明
二
年
二
月
十
九
日

⑥
「
竹
山
国
字
積
」

（
仏
教
大
学
教
授
）




